
 

《インテーク面談について》

 みやぎ北若者サポートステーション（以降、サポステとする）の支援の1つイン
テーク面談。今回はインテーク面談がどんなものなのかを紹介していきます。

　まず、流れとしては、利用者の方が一番はじめに来所された際、サポステで行
うのがインテーク面談になります。

サポステに来所 インテーク面談 今後の方向性
という形です。

　初回の来所に関しては保護者も同伴されるケースが多く、家族等も含め、サポ
ステとはどんな支援をする部分かを知って頂き、インテーク面談に入ります。

8月のお勧め行事

１つ目は企画作り。参加者メンバーで最
初から最後まで、全て予定を立てていき
ます。予定を立てる事は難しく、コミュニ
ケーション能力を必要ですが、皆でチャ
レンジしていきます。

次は職業調べ。皆で興味のある職業を
出し合い、それについて調べてもらいま
す。各班ごとに内容をまとめたら皆の前
で発表。職業に対する知識や関心を深
めていきます。

 インテークとは、来所者がどういう相談内容を抱えていて、その背景にある問題
は何かということを明らかにするために行う面談になります。相談者はここで会う
事が初めてとなる為、心配や不安の中、来所されます。そんな警戒心を和らげな
がら、一緒に今後どのような支援を行い、取り組んでいくのかを考えるのがこのイ
ンテーク面談です。
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サポステの行事

 ～スタッフに聞いた最近の行事で印象に残った出来事～

このコーナーでは、みやぎ北若者サポートステーションのスタッフに、サポステ
の行事を経て、利用者の方達にどんな変化が見られたか等を紹介してもらい
ます。

「ジョブトレーニング（除草・剪定作業）」

　今回、私が紹介するのは公園でのジョブトレーニングです。先月は３日間にわたって公園の
除草と剪定を行いました。参加者の中には、働いた事のない人や草刈り、剪定という作業が
初めての人もおり、仕事を体験するにはいいきっかけとなったように思います。
　作業の内容としては、公園内にある草を機械を使って刈り取る、剪定の機械を使って整え
る、刈った草や剪定後に出てきた草を集め、袋に詰める。といった流れになります。
　特に、草刈りや剪定作業については、機械を使う為、神経、体力をかなり使います。慣れて
いない為、草刈りでは刈った跡がばらばらだったり、剪定についても、高い場所も作業するた
め腕が疲れたり、刈り残しがあったりと、苦戦している姿が多々見られました。
　しかし、そういった作業を通じて、草刈りであれあば、刃の位置を確認し、刈る方向を回転
する刃の向きに合わせる事で、切れ方が違う事や、剪定作業については、２人でペアになっ
て交互に剪定作業する事で、効率良く出来る事を、体験できたと思います。
　また作業当日は、非常に天気が良く、真夏日になった日や、雨が降ってしまい思うように捗
らなかったりと、大変な部分が多かったと思います。その中で、皆やりきったことは、それぞれ
にとっての自信につながったように感じました。そして、作業をする上ではコミュニケーション
も必ず必要になります。仕事を通じて、皆が苦手とするコミュニケーションも使いながら作業
出来ていました。例えば、参加が初めての方に対して、以前参加した事のある方が、ゴミの
集め方や処理の仕方をアドバイスしてくれる姿が見られれたことなどです。
　この体験で、仕事とはどんなものか、を皆が感じ取れたと同時に、言われた事だけでなく、
考えて行動していかなければ、時間内に終わらず、効率が悪いのだと感じてくれたように思
います。今後もこのような体験を通じて、仕事への理解やコミュニケーションを深めていって
欲しいと思います。
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